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【科目】論理回路
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】後期・1 単位
【対象学科・専攻】電子情報工学科・2 年次
【担当教員】

木村 真也

【授業目標・教育方針】
・２進数の表記と各種の演算ができること．
・論理回路の基礎であるブール代数の公理や諸定理を理解し，論理関数に適応できること．
・真理値表と論理関数の相互変換ができること．
・論理関数を各種の標準形式に変換できること．
・論理関数の簡単化が複数の方法でできること．
・論理関数と論理回路の対応がつくこと．
・基本組み合わせ回路について理解すること．
・論理回路図エディタで論理回路を描き，ＣＰＬＤ上に実装して動作確認できること．

【授業概要】
コンピュータをはじめとするデジタル装置の回路の基本である論理回路について，数学的基礎であるブール代数から
論理回路化（組み合わせ回路の範囲）までを解説する．
組み合わせ回路の設計ができるレベルに達したところで，実際に論理回路化して動作確認までを行う．
この科目は３年次の論理回路にて解説する順序回路，さらに４年次以降の大規模論理回路の設計関連授業の基礎とな
るものである．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：門脇信夫著　「論理回路入門」　（工学社）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
・回路図エディタ (Xilinx ISE WebPack)
・論理回路実習ボード

【メッセージ】
・本科目は単に座学で学習するだけでなく，実際に机上で設計した論理回路を実習ボード上に実装し動作確認する．
・必ず復習するようにして，小テストで理解度を確認すること．予習の必要はない．

【リンク】
http://www.ice.gunma-ct.ac.jp/~kimsyn/subject/LGC2

【成績評価方法】
［後期］中間試験：35%，期末試験：35%，その他：・中間試験　約３５％
・期末試験　約３５％
・小テスト　約２０％
・実装実習　約１０％　の割合で評価する．

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
○ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．
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【授業計画】（授業名：論理回路）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回～第 2 回 数体系とコード ・数の一般式
・基数変換
・補数と負の数
・ＢＣＤコード
・グレイコード

小テスト

第 3 回 ２進数の演算 ・加算
・減算
・シフト

小テスト

第 4 回～第 5 回 ブール代数の公理と定理 ・公理
・諸定理
・真理値表

小テスト

第 6 回～第 7 回 論理関数の標準形 ・主加法標準形
・主乗法標準形

小テスト

第 8 回～第 10 回 論理関数の簡単化（１） ・組み合わせ禁止項
・公式による簡単化
・図式解法

小テスト

第 11 回 論理素子と論理関数 ・ゲート記号
・ゲート変換
・論理レベル
・論理素子 (TTL,CMOS,CPLD)

小テスト

第 12 回～第 14 回 実装実験 ・回路図エディタの使い方
・実習ボードでの実装手順
・実装実験

実装実験
・基本論理機能の動作
確認
・BCD コード→７セグ
メント LED デコーダ

第 15 回 論理関数の簡単化（２） ・表解法 小テスト
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